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1. 平成23年3月期第３四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日）

 (1) 連結経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第３四半期 5,221 10.2 202 292 249

22年3月期第３四半期 4,738 △20.6 △248 － △165 － △273 －

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第３四半期 24 77 －

22年3月期第３四半期 △27 09 －

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第３四半期 5,709 2,595 44.5 251 83

22年3月期 5,836 2,421 40.6 234 70

(参考) 自己資本 23年3月期第３四半期 2,540百万円 22年3月期 2,367百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 － 0 00 － 0 00 0 00

23年3月期 － 2 50 －

23年3月期(予想) 2 50 5 00

3. 平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,400 1.6 98 － 200 － 160 － 15 86



  

 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 
  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）3ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】3ページ 「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年3月期3Ｑ 10,120,000株 22年3月期 10,120,000株

② 期末自己株式数 23年3月期3Ｑ 32,706株 22年3月期 32,255株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Ｑ 10,087,502株 22年3月期3Ｑ 10,087,959株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部で景気回復の兆しが見られましたが、円高

基調によって輸出産業の収益力が低下し、依然として厳しい雇用情勢、所得環境などから、景気の先

行きは不透明なまま推移しております。 

繊維業界におきましては、円高による為替差損が圧迫し海外生産への切替えが進み、国内において

は各種政策減税の期限切れによる国内需要の落ち込みは大きく、消費者マインドは冷え込み、今後は

厳しい環境になると予想されます。 

このような状況のもと当社グループは、事業計画の骨子となる『生産数量・規模に見合った設備体

制に整備し、適正稼動設備による生産性改善を徹底実行する。それに伴う品質管理、予防保全、過剰

なエネルギー削減、過剰に使用している原材料の削減、適正な人員体制を実現し、損益の黒字化をす

る』を推し進め、損益の向上に努めました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は52億21百万円(前年同四半期比10.2％増)、経常利

益は2億92百万円(前年同四半期は1億65百万円の損失)、四半期純利益は2億49百万円(前年同四半期は

2億73百万円の損失)となりました 

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりです。 

 (1) 繊維事業 

衣料用途においては、輸出向けの軽量スポーツ素材などは増加となり、化繊裏地は在庫調整が進

み一時期増大となりましたが、国内需要の減少と個人消費の低迷から化繊織物はほぼ横ばいとなり

ました。 

資材用途においては、車輌シート材は、エコカー減税の効果及び高級車・海外販売車に搭載する

生産が増大となり堅調に推移しましたが、エコカー補助金の期限切れに伴い、今後は国内向けの減

少が予想されます。生活資材関連の高機能繊維は、ほぼ計画通りとなりました。 

以上の結果、繊維事業全体における売上高は、49億81百万円（前年同四半期比10.8％増）となり

ました。 

 (2) その他の事業 

内装業及び機械製造・修理事業においては、繊維事業同様厳しい環境のなか、外販の促進と経費

削減を進めました。 

以上の結果、その他の事業における売上高は3億20百万円(前年同四半期比4.3％減)となりまし

た。 

 (1)資産、負債、純資産の状況 

 (流動資産) 

当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は30億22百万円で、前連結会計年度末に比

べ88百万円増加しました。これは、受取手形及び売掛金が85百万円増加したことが主な要因です。 

 (固定資産) 

当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は26億87百万円で、前連結会計年度末に比

べ2億15百万円減少しました。これは、機械装置及び運搬具の減価償却費等による減少及び投資有価

証券の時価評価の減少が主な要因です。 

 (流動負債) 

当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は17億85百万円で、前連結会計年度末に比

べ4億44百万円減少しました。これは、短期借入金が3億62百万円減少したことが主な要因です。 

 (固定負債) 

当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は13億28百万円で、前連結会計年度末に比

べ1億43百万円増加しました。これは、長期借入金が1億90百万円増加したことが主な要因です。 

 (純資産) 

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は25億95百万円で、前連結会計年度末に比べ1

億74百万円増加しました。これは、利益剰余金が2億24百万円増加したことが主な要因です。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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 (2)キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純

利益2億74百万円、非資金取引である減価償却費2億68百万円の収入と、売上債権の増加85百万円等に

よる支出があり、結果として2億63百万円の収入（前年同四半期は64百万円の支出）となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得等により、82百万円の支出となり、前

年同四半期2億40百万円の支出に比べ、1億57百万円の支出減少となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金4億円を長期借入金に借換を行ない、また長期借

入金の返済による支出等により、2億円の支出（前年同四半期は1億31百万円の収入）となりました。 

以上の結果、当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末より

19百万円減少し、5億27百万円となりました。 

  

 平成22年５月13日に発表いたしました平成23年３月期の業績予想に変更はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

 ①固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 

 ②税金費用の計算 

税金費用については、連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、当該見

積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる会社については、法定実効

税率を使用して計算した金額を計上しております。なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示

しております。 

  

 ①資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平

成20年３月31日）を適用しております。 

これにより、税金等調整前四半期純利益が29百万円減少しております。 

 ②企業結合に関する会計基準等の適用 

企業結合等が第２四半期連結会計期間に行われたことに伴い、第２四半期連結会計期間より、「企

業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及び

事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用

しております。 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

倉庫精練㈱　(3578)  平成23年3月期　第3四半期決算短信

-3-



3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 670,861 690,530

受取手形及び売掛金 1,693,564 1,608,233

商品及び製品 173,280 146,493

仕掛品 142,436 166,188

原材料及び貯蔵品 304,982 290,278

その他 56,168 49,360

貸倒引当金 △18,977 △17,420

流動資産合計 3,022,316 2,933,664

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,111,256 1,099,131

機械装置及び運搬具（純額） 569,245 698,688

その他（純額） 242,144 260,239

有形固定資産合計 1,922,646 2,058,060

無形固定資産 9,833 10,273

投資その他の資産

投資有価証券 647,074 718,548

その他 107,889 116,282

投資その他の資産合計 754,964 834,832

固定資産合計 2,687,445 2,903,165

資産合計 5,709,762 5,836,829

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,163,135 1,203,501

短期借入金 238,440 601,200

未払法人税等 23,065 3,710

賞与引当金 14,421 15,260

その他 345,953 406,024

流動負債合計 1,785,014 2,229,695

固定負債

長期借入金 320,950 130,900

退職給付引当金 695,201 760,217

役員退職慰労引当金 14,697 50,218

負ののれん 9,177 9,866

資産除去債務 91,178 －

その他 197,772 234,319

固定負債合計 1,328,976 1,185,522

負債合計 3,113,991 3,415,217
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 506,000 506,000

資本剰余金 130,686 130,686

利益剰余金 1,776,368 1,551,738

自己株式 △5,702 △5,614

株主資本合計 2,407,352 2,182,810

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 132,934 184,757

評価・換算差額等合計 132,934 184,757

少数株主持分 55,483 54,043

純資産合計 2,595,770 2,421,611

負債純資産合計 5,709,762 5,836,829
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(2) 四半期連結損益計算書

【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年12月31日)

売上高 4,738,829 5,221,607

売上原価 4,477,765 4,573,928

売上総利益 261,063 647,678

販売費及び一般管理費 509,850 445,361

営業利益又は営業損失（△） △248,786 202,316

営業外収益

受取利息 548 797

受取配当金 11,218 12,773

受取賃貸料 79,761 76,491

持分法による投資利益 － 9,617

その他 24,468 24,556

営業外収益合計 115,996 124,236

営業外費用

支払利息 5,748 7,650

持分法による投資損失 2,568 －

賃貸費用 18,854 20,435

その他 5,757 6,059

営業外費用合計 32,928 34,145

経常利益又は経常損失（△） △165,718 292,407

特別利益

固定資産売却益 20 －

貸倒引当金戻入額 279 50

役員退職慰労引当金戻入額 － 16,256

特別利益合計 300 16,306

特別損失

固定資産処分損 5,195 10,726

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 23,832

特別損失合計 5,195 34,558

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

△170,613 274,155

法人税等 100,892 21,709

少数株主損益調整前四半期純利益 － 252,446

少数株主利益 1,788 2,588

四半期純利益又は四半期純損失（△） △273,294 249,858
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△170,613 274,155

減価償却費 291,918 268,719

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 23,832

持分法による投資損益（△は益） 2,568 △9,617

有形固定資産処分損益（△は益） 5,174 10,726

その他の償却額 △25 △105

退職給付引当金の増減額（△は減少） △47,145 △65,015

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9,458 △35,521

賞与引当金の増減額（△は減少） △8,695 △838

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,926 1,556

受取利息及び受取配当金 △11,766 △13,570

支払利息 5,748 7,650

売上債権の増減額（△は増加） △214,566 △85,331

たな卸資産の増減額（△は増加） 61,272 △17,738

仕入債務の増減額（△は減少） 32,995 △40,365

その他の資産の増減額（△は増加） △3,760 △9,207

その他の負債の増減額（△は減少） △24,197 △49,686

小計 △69,706 259,640

利息及び配当金の受取額 11,766 13,570

利息の支払額 △5,673 △7,685

法人税等の支払額 △1,353 △1,616

営業活動によるキャッシュ・フロー △64,966 263,909

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △184,166 △83,562

有形固定資産の売却による収入 40 －

無形固定資産の取得による支出 △4,625 △2,010

定期預金の預入による支出 △50,000 －

従業員に対する貸付金の回収による収入 7,350 2,227

長期前払費用の取得による支出 △9,600 －

その他の支出 △262 △1,139

その他の収入 853 1,807

投資活動によるキャッシュ・フロー △240,410 △82,676

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 180,000 △400,000

長期借入れによる収入 100,000 400,000

長期借入金の返済による支出 △147,600 △172,710

自己株式の取得による支出 △33 △87

配当金の支払額 － △25,228

少数株主への配当金の支払額 △570 △1,140

その他 － △1,735

財務活動によるキャッシュ・フロー 131,796 △200,901

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △173,581 △19,668

現金及び現金同等物の期首残高 548,635 547,530

現金及び現金同等物の四半期末残高 375,054 527,861
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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